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自己紹介

2010年

関西大学文学部卒業
（ピア・コミュニティ運営本部初代本部長【2008年～2009年12月末】）

同年

学校法人関西大学入職
（2016年度まで学生サービス事務局学生生活支援グループ、その後、管財局管財課）

2016年

日本福祉大学福祉経営学部卒業

2018年

桜美林大学大学院大学アドミニストレーション研究科修了

（修士論文：ピア・サポートを支援する大学職員の育成に向けた課題）



「ピア・サポートとは何か」
説明することができる。



１ Introduction（概要・自己紹介など）

２ ピア・サポートとは

３ ピア・サポートの歴史と背景

４ 教育政策とピア・サポート

５ 大学におけるピア・サポートの状況

６ まとめに代えて





「ピア・サポート」とは何か
説明できますか？



「ピア・サポート」と「ボランティア」の違いは

説明できますか？？



大人が集中的に支える

雨もりモデル

自分の力で乗りこえ成長する

出典：日本ピア・サポート学会（2017）



仲間同士でつながり，支え合って
乗りこえ成長する

大人が集中的に支える

ピア・サポートの力

自分の力で乗りこえ成長する

出典：日本ピア・サポート学会（2017）



他の心理教育プログラムとの違い

グループ
エンカウンター
自己理解・他者理解
→人間関係の改善

ソーシャル＆
エモーショナル
ラーニング

感情に焦点化し、社
会的能力の育成をめ

ざす

アサーションＴ
ＰＡＴ・ＧＷＴ

セカンドステップ
アンガーマネジメント

ほか

ピア・サポートプログラムは具体的なサポート活動につながる

ソーシャル
スキル

トレーニング
社会的スキルの
習得をめざす

出典：日本ピア・サポート学会（2017）



ピア・サポートの構造

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価

実
施
の
枠
組
み
の
決
定

Researchトレーニング

プランニング

サポート活動

グループ
スーパービジョン

Peer  Support

Group Supervision

Training

Planning

教職員からの指導、助言、援助（スーパーバイズ）

出典：日本ピア・サポート学会（2017）を一部改変



内容と構造
トレーニング

Training

【ポイント】
・順序性
・活動に応じた
練習内容

共感スキル

サポート・信頼・ストローク

コミュニケーションスキル

課題解決スキル

対立解決スキル

自己理解・他者理解

他者への関心
出典：日本ピア・サポート学会（2017）



アイス
ブレーク

主活動
振り返り

シェアリング
日常生活
への般化

短時間でおこ
なう

リラックスした
楽しい雰囲気
作りが目的

教示⇒モデリン
グ⇒（練習）演
習（強化）

目標にあった活
動の選択

目標をよくばら
ない

自分や友だちの
良かった点を中
心に、まずは一
人で振り返る

グループ・全体
でシェアリング

肯定的フィード
バックや学び

気づいたこと
や学んだスキ
ルを、どんな
場面で生かせ
るかを考え各
自でまとめる

トレーニングのワンセッションの流れ

事
前
準
備

出典：日本ピア・サポート学会（2017）を一部改変



実際に行ってみる

実際の体験をシミュレーションする

ドラマ化して発表する

発表する

ディスカッションに参加する

現場で行われている様子を見る

デモンストレーションを見る

展示物を見る

映画を見る

絵を見る

言葉を聞く

読む

関与の性質

受動的

能動的

ことばで受け取る

視覚的に受け取る

参加する

行う

読んだことの１０％

聞いたことの２０％

見たことの３０％

見て聞いたことの５０％

自分で言った
ことの７０％

自分で言って
行ったことの
９０％

学習のピラミッド（Edgar Dale 1946）

2週間後に覚えていること

出典：日本ピア・サポート学会（2017）





1970年代 カナダ
調査結果：問題（悩み）の８０％は生徒同士で解決

～悩み～
友達関係
孤独
進路

学業成績
両親
性

飲酒・薬

ピア・サポートは生徒たちが『耳を傾けること』『支援すること』
『友達として思いやりを示すこと』ができるように訓練し、スー
パーバイズするプロセス
（ブリティッシュコロンビア大学レイ・カー博士）

①自助を基本（セルフヘルプ）
②生徒がお互いに助け合えるように指導する（ピアヘルピング）

School
counselr

1990年代
ここから各国へ広がり、国々によって独自性を帯びていく
※日本では、いじめが社会問題化した平成6年頃から注目をあびる。





21 世紀の大学像と今後の改革方策について（答申）

・大学進学が 50%に迫るまでになっている現状のなかで極めて多様な学
生が入学してきている。こうした状態のなかで大学は学生の希望や意見に
耳を傾け、より学生の視点に近い位置に立ち、学生に対する教育・指導の
充実やサービス機能の向上に努めることが重要であると指摘。

・大学教育においては、学生が高い倫理観や社会貢献の精神、豊かな人間
性を身に付けるなど全人格的に成長することが重要である。そのためには、
就職指導・相談、学生の入学から卒業までの過程における悩み・迷いに対
応できる相談・支援機能の充実改善を図る必要がある。

・幅広い知識と豊かな人間性を涵養するためには、授業だけではなく課外
活動を含む大学生活全般を通じて学生が学んでいくことが重要であり、
サークル活動充実の支援やこれらの施設・設備の整備についても今後十分
に配慮する必要がある。



・総体として教員の研究に重点を置く「教員中心の大学」から、多様
な学生に対するきめ細かな教育・指導に重点を置く「学生中心の大
学」へと視点の転換を図ることが重要である。

・正課教育や正課外教育のなかで、学生が社会との接点を持つ機会を
多く与えたり、また、学生の自主的な活動を支援するなど、各大学が
それぞれの理念や教育目標をふまえて適切に取り組んでいくことを求
めている。

・ピア・サポートの意義について、「学生に対する教育・指導に学生
自身を活用することは、教育活動の活発化や充実に資するのみならず、
教える側の学生が主体的に学ぶ姿勢や責任感を身につけることができ
ることにもなり、非常に意義深い」と指摘。



・廣中レポートでの学生相談の充実に向けての取り組みの重要性の指
摘を踏まえ、学生相談体制のあり方について検討。

・多様な学生たちの個別ニーズに対応した、学生支援・学生相談体制
の整備が急務である。大学は、個別性と多様性に配慮しつつ、教育
的・成長促進的視点に立った的確な支援をすることが求められ、その
ために大学全体の学生支援力を強化することが必要であることを指摘。

・相互援助力を活性化させる試みとして、学生生活や進路上の悩みに
学生が助言する「ピア・サポート」等、積極的に学生間のネットワー
クを構築することも有効と考えられるとした。



・学習成果の可視化や高等教育システムの多様化（学生・教
員・プログラム等）が求められる。

・予測困難な時代を生きる人材像として、普遍的な知識・理解、
汎用的技能、文理横断かつ時代の変化に合わせて積極的に社会
を支え、論理的思考力を持って社会を改善していく資質を有す
る人材が挙げられる。

・こうした能力は、いわゆる一般教育・共通教育と専門教育の
双方を通じて、また、学生の自主的活動等も含む教育活動全体
を通して育成されていくものである。



・予測困難な時代になる中、自ら課題を見付け、
自ら学び、自ら考え、判断して行動し、それぞ
れに思い描く幸せを実現してほしい。

・主体的・対話的で深い学び（アクティブ・
ラーニング）を重要視



Society 

・人工知能がいかに進化しようとも、それが行っているのは与
えられた目的の中での処理である。

・一方で人間は、感性を豊かに働かせながら、どのような未来
を創っていくのか、どのように社会や人生をよりよいものにし
ていくのかという目的を自ら考え出すことができる。

・必要な力を、子供たち一人一人が学ぶことで身に付け、予測
できない変化に受け身で対処するのではなく、主体的に向き
合って関わり合い、その過程を通して、自らの可能性を発揮し、
よりよい社会と幸福な人生の創り手となっていけるようにする
ことが重要である。





大学におけるピア・サポート活動

出典：沖(2012)

キーワードは「三位一体」



大学ピア・サポート活動の例

出典：安部(2017)



ピア・サポートの実施状況

出典：安部(2017)



ピア・サポートの実施状況

出典：安部(2017)



「学生の能動的態度やコミュニケーション能力
が高まった」86.5％

「自律的な学生が増えた」71.0％

「就職にも良い効果が期待できそうだ」69.9％

出典：日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に関する調査」（2011）



ピア・サポートと欲求充足

交流欲求

承認欲求

影響力欲求

社会的欲求理論
トンプソン，コーエン(2003)

サポーター被サポーター

出典：日本ピア・サポート学会（2017）を一部改変

影響力欲求

承認欲求

交流欲求





思いやり溢れるｺﾐｭﾆﾃｨの醸成
共生社会の担い手の育成

自己理解
他者理解

対人関係力 課題解決力

他者貢献
（サポート活動）

ピア・サポートの目指すもの

トレーニング

出典：日本ピア・サポート学会（2017）を一部改変



自己の発達においては、当の本人が能動的な役割を果たし
ているのであり、本人の活動に社会が支援を与えるとき、真
の自己が発達する。

人がその中で発達していく社会が、その人の自律性を支援
するならば、やがて真の自己が開花する。社会が、人々をあ
るがままに受け入れ、人々が内的・外的環境を探索するのを
愛情を持って見守れば、真の自己が最適な速さで発達する。

真の自己が発達するには自律性の支援が必要であり、結果
に依存せずに全てを受容し愛することが重要である。

出典：エドワード・L・デシ・リチャード・フラスト（桜井茂雄訳）（1999）



伸びる大学とは？

我々は考え続けます！

ご質問等ございましたら
dosanko.1129@gmail.comまでご連絡ください。
※本スライドの無断転載、引用はご遠慮ください。
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